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 研究要旨：IgG4関連呼吸器疾患の胸部画像所見は多彩であるが、その定量化を行った報告はなく、

画像所見と呼吸機能や予後の関連も明らかとなっていない。本研究では、産学連携による、胸部 CTの

各陰影パターンを自動認識、定量化するソフトを利用し、画像解析による指標と IgG4関連呼吸器疾患

の臨床所見の関連について明らかにすることを目的とする。これまでの研究で肺野陰影のパターン認識

が可能であることが示され、今後再現性や汎用性の評価を予定している。 
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A. 研究目的 

 胸部 CT画像の陰影をパターン認識し、定量

化するソフトを用いて、IgG4 関連呼吸器疾患

の胸部画像を解析し、臨床指標との関連につ

いて検討する。 

 

B. 研究方法 

京都大学呼吸器内科と企業の産学連携によ

り、人工知能（AI）を用いた胸部 HRCT の陰影

をパターン認識、定量化するソフト(以下「画

像解析ソフト」)が開発されている。本研究の

共同研究施設5施設で診療行ったIgG4関連呼

吸器疾患を対象として、胸部 HRCT 画像情報、

および呼吸器症状、呼吸機能、治療反応性、

予後を含む臨床情報を集積する。胸部 HRCT 画

像を視覚的および画像解析ソフトによって定

量化し、それらと臨床所見の関連について検

討する。 

（倫理面への配慮） 

既存データを用いる後ろ向き研究として

ホームページでオプトアウト予定。現在京都

大学医の倫理委員会にて審査中であり、その

後共同研究施設の追加を予定している。 

C. 研究結果 

京都大学呼吸器内科と企業の産学連携によ

る画像解析ソフトを用いて、①肺野、気道、

血管の認識、②スリガラス陰影、結節影、粒

状影などの基本陰影のパターン認識と定量化

が可能となった。今後再現性や汎用性の評価

を予定している。 

 

D. 考察 

 現在汎用されている胸部画像解析ソフトは

肺気腫の定量において有用であるが、間質性

肺疾患の病変認識や定量化ができるものは普

及していない。本研究で用いられる画像解析

ソフトは間質性肺疾患を対象にしており、

IgG4関連呼吸器疾患を含むびまん肺疾患全般

の評価にも活用できる可能性がある。IgG4 関

連呼吸器疾患では、肺野の病変に加えて縦隔

リンパ節腫大や気管支血管束の肥厚といった

所見が高頻度にみられるが、それらの定量化

も今後の課題である。 
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E. 結論 

京都大学呼吸器内科と企業の産学連携によ

る画像解析ソフトを用いて、肺野の陰影をパ

ターン認識し、定量化が可能であった。今後

多施設で症例を集積し、胸部画像所見と臨床

所見の関連について検討をすすめる予定であ

る。 
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